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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号処理を制御する複数のパラメータからなる動作データを記憶する記憶手段と、
　該動作データに基づいてミキシング処理を行う信号処理手段と、
　ディスプレイと、
　任意の背景画面を選択する背景画面選択操作を検出すると、選択された背景画面を前記
ディスプレイに表示させる背景画面選択手段と、
　前記背景画面の上に何れかの詳細設定ウィンドウを表示させる詳細設定指示操作を検出
すると、前記ディスプレイに表示された前記背景画面上に、指示された詳細設定ウィンド
ウを表示させる詳細設定ウィンドウ表示手段と、
　何れかの前記パラメータの値を変更する値変更操作を検出すると、前記動作データのう
ちの、表示中の前記背景画面または前記詳細設定ウィンドウに表示されているパラメータ
の値を変更するパラメータ制御手段と、
　所定のブックマーク登録操作を検出すると、その時点で何れかの前記詳細設定ウィンド
ウが表示されていれば、少なくともその詳細設定ウィンドウを示す指定データを前記記憶
手段に保持する一方、何れの詳細設定ウィンドウも表示されていなければ、少なくともそ
の時点で表示されている前記背景画面を示す指示データを前記記憶手段に保持するブック
マーク登録手段と、
　所定のブックマーク呼出操作を検出すると、前記記憶手段に保持されている前記指定デ
ータが示す画面を前記ディスプレイに表示させるブックマーク呼出手段であって、該指定
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データが前記詳細設定ウィンドウを示すデータを含む場合は、その時点で表示されている
背景画面の上に該詳細設定ウィンドウを表示させる一方、該指定データが何れの詳細設定
ウィンドウを示すデータを含まず、かつ、該指示データが何れかの背景画面を示すデータ
を含む場合は、該背景画面を表示させるブックマーク呼出手段と
　を具備することを特徴とするデジタルミキサ。
【請求項２】
　所定の詳細設定ウィンドウ消去操作を検出すると、前記ディスプレイに表示されている
詳細設定ウィンドウを消去させる詳細設定ウィンドウ消去手段
　をさらに有することを特徴とする請求項１記載のデジタルミキサ。
【請求項３】
　前記背景画面は、前記信号処理手段に対して設定されているパラメータを表示する複数
のパラメータ表示部を有するものであり、
　前記詳細設定指示操作は、前記複数のパラメータ表示部のうちの何れかに対する操作で
あり、
　前記詳細設定ウィンドウ表示手段によって表示される詳細設定ウィンドウは、操作され
たパラメータ表示部に表示されているパラメータを設定するための操作部を有するウィン
ドウである
　ことを特徴とする請求項１または２記載のデジタルミキサ。
【請求項４】
　処理装置と、信号処理を制御する複数パラメータからなる動作データを記憶する記憶手
段と、該動作データに基づいてミキシング処理を行う信号処理手段と、該処理装置によっ
て制御されるディスプレイとを有するデジタルミキサに適用されるプログラムであって、
　任意の背景画面を選択する背景画面選択操作を検出すると、選択された背景画面を前記
ディスプレイに表示させる背景画面選択過程と、
　前記背景画面の上に何れかの詳細設定ウィンドウを表示させる詳細設定指示操作を検出
すると、前記ディスプレイに表示された前記背景画面上に、指示された詳細設定ウィンド
ウを表示させる詳細設定ウィンドウ表示過程と、
　何れかの前記パラメータの値を変更する値変更操作を検出すると、前記動作データのう
ちの、表示中の前記背景画面または前記詳細設定ウィンドウに表示されているパラメータ
の値を変更するパラメータ制御過程と、
　所定のブックマーク登録操作を検出すると、その時点で何れかの前記詳細設定ウィンド
ウが表示されていれば、少なくともその詳細設定ウィンドウを示す指定データを前記記憶
手段に保持する一方、何れの詳細設定ウィンドウも表示されていなければ、少なくともそ
の時点で表示されている前記背景画面を示す指示データを前記記憶手段に保持するブック
マーク登録過程と、
　所定のブックマーク呼出操作を検出すると、前記記憶手段に保持されている前記指定デ
ータが示す画面を前記ディスプレイに表示させるブックマーク呼出過程であって、該指定
データが前記詳細設定ウィンドウを示すデータを含む場合は、その時点で表示されている
背景画面の上に該詳細設定ウィンドウを表示させる一方、該指定データが何れの詳細設定
ウィンドウを示すデータを含まず、かつ、該指示データが何れかの背景画面を示すデータ
を含む場合は、該背景画面を表示させるブックマーク呼出過程と
　を前記処理装置に実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音楽コンテンツのレコーディングやコンサートにおける音声信号の調整等に
使用されるデジタルミキサおよびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１等に開示されたデジタルミキサにおいては、複数の入出力チャンネルの音声
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信号を各種のフィルタ等によって処理する入出力チャンネル部が設けられている。さらに
、かかるデジタルミキサにおいては、任意の入出力チャンネルに介挿可能なエフェクタや
グラフィックイコライザ等も設けられている。ここで、入出力チャンネル部、あるいはエ
フェクタ等の様々なパラメータを設定するために、これら多数のパラメータを設定するた
めの操作子やディスプレイを全て操作パネル上に配置すると、操作パネルの面積が膨大に
なるため非現実的である。そこで、多目的のディスプレイを操作パネル上に設け、このデ
ィスプレイ上に表示される設定画面を切り換えることによって多種多様なパラメータを設
定／表示することが一般的である。ここで、入出力チャンネル部のパラメータを設定する
場合には、一の入出力チャンネルが選択され、その選択されたチャンネルについて詳細な
パラメータが設定されることになる。この選択された入出力チャンネルを「選択チャンネ
ル」という。
【０００３】
　また、非特許文献１に開示されたデジタルミキサにおいては、特定の設定画面をディス
プレイ上に簡単に呼び出せるようにするため、ブックマーク機能が設けられている(非特
許文献１内のUSER DEFINE KEYの機能)。これは、所望の設定画面をブックマーク（登録）
しておき、所定のブックマークボタンを単に押下すれば、そのブックマークされた設定画
面が呼び出されディスプレイに表示されるというものである。ここで、ブックマークされ
た設定画面が入出力チャンネルのパラメータ設定に係るものである場合は、ブックマーク
の内容を記憶するためのブックマークデータには選択チャンネルを特定するものが含まれ
ていない。すなわち、設定画面のブックマーク登録時の選択チャンネルは無視され、呼び
出された設定画面には、呼び出し時の選択チャンネルのパラメータが反映されることにな
る。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３-１０００６６号公報
【非特許文献１】「ＰＭ５Ｄ取扱説明書」　ヤマハ株式会社，平成１６年
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述した設定画面に対してユーザが操作を行うと、この設定画面の一部につ
いてさらに詳細な内容を表示・設定する詳細設定ウィンドウがポップアップウィンドウと
して表示される場合があるため、これら詳細設定ウィンドウもブックマーク登録できるよ
うにしたいという要望があった。しかし、表示されている詳細設定ウィンドウをそのまま
ブックマーク登録すると、そのブックマークデータは背景の設定画面とポップアップした
詳細設定ウィンドウの両方を含むデータになってしまい、背景の設定画面と詳細設定ウィ
ンドウの両方を含む画面全体がブックマークボタンによって呼び出されてしまうという問
題点があった。すなわち、背景となる現在の設定画面を保持したまま、詳細設定ウィンド
ウのみを呼び出すことが不可能であった。
　この発明は上述した事情に鑑みてなされたものであり、設定画面における設定内容のさ
らに詳細を設定する詳細設定ウィンドウに対して、適切なブックマークをすることができ
るデジタルミキサおよびプログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため本発明にあっては、下記構成を具備することを特徴とする。な
お、括弧内は例示である。
　請求項１記載のデジタルミキサにあっては、信号処理を制御する複数のパラメータから
なる動作データを記憶する記憶手段（２２）と、該動作データに基づいてミキシング処理
を行う信号処理手段（８）と、ディスプレイ（２）と、任意の背景画面を選択する背景画
面選択操作を検出すると、選択された背景画面（１００）を前記ディスプレイに表示させ
る背景画面選択手段（ＳＰ２～ＳＰ８）と、前記背景画面の上に何れかの詳細設定ウィン
ドウを表示させる詳細設定指示操作を検出すると、前記ディスプレイに表示された前記背
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景画面上に、指示された詳細設定ウィンドウを表示させる詳細設定ウィンドウ表示手段（
ＳＰ１２～ＳＰ２０）と、何れかの前記パラメータの値を変更する値変更操作を検出する
と、前記動作データのうちの、表示中の前記背景画面または前記詳細設定ウィンドウに表
示されているパラメータの値を変更するパラメータ制御手段（ＳＰ２６）と、所定のブッ
クマーク登録操作を検出すると、その時点で何れかの前記詳細設定ウィンドウが表示され
ていれば、少なくともその詳細設定ウィンドウを示す指定データを前記記憶手段（２２）
に保持する（ＳＰ７２，変形例４）一方、何れの詳細設定ウィンドウも表示されていなけ
れば、少なくともその時点で表示されている前記背景画面を示す指示データを前記記憶手
段（２２）に保持する（ＳＰ７２，変形例４）ブックマーク登録手段（ＳＰ６２～ＳＰ７
２）と、所定のブックマーク呼出操作を検出すると、前記記憶手段（２２）に保持されて
いる前記指定データが示す画面を前記ディスプレイに表示させるブックマーク呼出手段で
あって、該指定データが前記詳細設定ウィンドウを示すデータを含む場合は、その時点で
表示されている背景画面の上に該詳細設定ウィンドウを表示させる一方、該指定データが
何れの詳細設定ウィンドウを示すデータを含まず、かつ、該指示データが何れかの背景画
面を示すデータを含む場合は、該背景画面を表示させるブックマーク呼出手段（ＳＰ５０
～ＳＰ６０）とを具備することを特徴とする。
　さらに、請求項２記載の構成にあっては、請求項１記載のデジタルミキサにおいて、所
定の詳細設定ウィンドウ消去操作を検出すると、前記ディスプレイ（２）に表示されてい
る詳細設定ウィンドウを消去させる詳細設定ウィンドウ消去手段（ＳＰ２２，ＳＰ２４）
をさらに有することを特徴とする。
　さらに、請求項３記載の構成にあっては、請求項１または２記載のデジタルミキサにお
いて、前記背景画面（１００）は、前記信号処理手段（８）に対して設定されているパラ
メータを表示する複数のパラメータ表示部（１１２～１２４）を有するものであり、前記
詳細設定指示操作は、前記複数のパラメータ表示部（１１２～１２４）のうちの何れかに
対する操作であり、前記詳細設定ウィンドウ表示手段（ＣＰＵ１８，ＳＰ１２～ＳＰ２０
）によって表示される詳細設定ウィンドウは、操作されたパラメータ表示部（１１２～１
２４）に表示されているパラメータを設定するための操作部（ボタン、ノブ画像等）を有
するウィンドウであることを特徴とする。
　また、請求項４記載のプログラムにあっては、処理装置（１８）と、信号処理を制御す
る複数パラメータからなる動作データを記憶する記憶手段（２２）と、該動作データに基
づいてミキシング処理を行う信号処理手段（８）と、該処理装置（１８）によって制御さ
れるディスプレイ（２）とを有するデジタルミキサに適用されるプログラムであって、任
意の背景画面を選択する背景画面選択操作を検出すると、選択された背景画面（１００）
を前記ディスプレイに表示させる背景画面選択過程（ＳＰ２～ＳＰ８）と、前記背景画面
の上に何れかの詳細設定ウィンドウを表示させる詳細設定指示操作を検出すると、前記デ
ィスプレイに表示された前記背景画面上に、指示された詳細設定ウィンドウを表示させる
詳細設定ウィンドウ表示過程（ＳＰ１２～ＳＰ２０）と、何れかの前記パラメータの値を
変更する値変更操作を検出すると、前記動作データのうちの、表示中の前記背景画面また
は前記詳細設定ウィンドウに表示されているパラメータの値を変更するパラメータ制御過
程（ＳＰ２６）と、所定のブックマーク登録操作を検出すると、その時点で何れかの前記
詳細設定ウィンドウが表示されていれば、少なくともその詳細設定ウィンドウを示す指定
データを前記記憶手段（２２）に保持する（ＳＰ７２，変形例）一方、何れの詳細設定ウ
ィンドウも表示されていなければ、少なくともその時点で表示されている前記背景画面を
示す指示データを前記記憶手段（２２）に保持する（ＳＰ７２，変形例）ブックマーク登
録過程（ＳＰ６２～ＳＰ７２）と、所定のブックマーク呼出操作を検出すると、前記記憶
手段（２２）に保持されている前記指定データが示す画面を前記ディスプレイに表示させ
るブックマーク呼出過程であって、該指定データが前記詳細設定ウィンドウを示すデータ
を含む場合は、その時点で表示されている背景画面の上に該詳細設定ウィンドウを表示さ
せる一方、該指定データが何れの詳細設定ウィンドウを示すデータを含まず、かつ、該指
示データが何れかの背景画面を示すデータを含む場合は、該背景画面を表示させるブック
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マーク呼出過程（ＳＰ５０～ＳＰ６０）とを前記処理装置（１８）に実行させることを特
徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　このように、本発明によれば、ブックマーク登録操作の際に詳細設定ウィンドウが表示
されている場合には該詳細設定ウィンドウを示す指示データを記憶手段に記憶させ、ブッ
クマーク呼出操作が生じたとき、該指定データが詳細設定ウィンドウを示すデータを含む
場合は、その時点で表示されている背景画面の上に該詳細設定ウィンドウを表示させるか
ら、背景画面と詳細設定ウィンドウの何れにもブックマークを設定することができる。さ
らに、詳細設定ウィンドウにブックマークを設定した場合、ブックマーク呼出操作に応じ
て、その時表示されている背景画面を保持したまま、その背景画面の手前にポップアップ
画面を表示させることができるため、背景画面が変更されることを防止できる。
　さらに、詳細設定ウィンドウ消去操作に応じて、詳細設定ウィンドウを消去させる構成
によれば、詳細設定ウィンドウの下に表示されている背景画面に対して、パラメータ設定
等の作業を速やかに実行することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
1．実施例のハードウエア構成
1．1．全体構成
　次に、本発明の一実施例のデジタルミキサの構成を図１を参照し説明する。
図１において２はタッチパネルであり、バスライン１２を介して供給された表示情報に基
づいてユーザに各種画面を表示するディスプレイと、このディスプレイの表面に貼付され
、ユーザの指で押下されると、その旨および押下位置を検出するタッチスクリーンとから
構成されている。タッチパネル２内のディスプレイは、例えば「１０２４×７６８」程度
の解像度を有するフラットパネルディスプレイによって構成されている。４は表示器・操
作子群であり、後述する操作パネル３０上の各部に配置される各種のノブ、スイッチおよ
びＬＥＤキーから構成されている。ＬＥＤキーに内蔵されたＬＥＤの点滅状態はバスライ
ン１２を介して設定される。また、ノブ、スイッチおよびＬＥＤキー等の操作状態はバス
ライン１２を介して出力される。
【０００９】
　６は電動フェーダ群であり、操作者の操作に基づいて各入出力チャンネルの信号レベル
を調節する。さらに、電動フェーダ群６は、バスライン１２を介して操作コマンドが供給
されると、その操作位置が自動設定されるように構成されている。１０は波形Ｉ／Ｏ部で
あり、アナログ音声信号またはデジタル音声信号を入出力する。本実施例においては、各
種音声信号のミキシング処理・効果処理等は全てデジタル処理により実行される。しかし
、外部から入力される音声信号および外部に出力すべき音声信号はデジタル、アナログ信
号の双方が考えられる。このため、波形Ｉ／Ｏ部１０においては、アナログ信号とデジタ
ル信号間の変換、複数種類のデジタル信号相互間の変換等の処理が行われる。次に、８は
信号処理部であり、一群のＤＳＰ（デジタル・シグナル・プロセッサ）によって構成され
ている。信号処理部８は、波形Ｉ／Ｏ部１０を介して供給されたデジタル音声信号に対し
てミキシング処理や効果処理を施し、その結果を波形Ｉ／Ｏ部１０に出力する。
【００１０】
　１４はコンピュータＩ／Ｏ部であり、外部のコンピュータとの間で各種制御情報を入出
力する。１６はその他Ｉ／Ｏ部であり、レコーダ等、各種の外部機器との間でタイムコー
ドその他の情報を入出力する。１８はＣＰＵであり、後述する制御プログラムに基づいて
、バスライン１２を介して各部を制御する。２０はフラッシュメモリであり、その内部の
プログラム領域には上記制御プログラムが記憶されている。２２はＲＡＭであり、ＣＰＵ
１８のワークメモリとして使用される。
【００１１】
　本実施例のデジタルミキサにおいては、現在の動作を制御する各種パラメータ（カレン
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トデータ）がＲＡＭ２２の所定領域（カレント領域）に記憶されている。すなわち、ユー
ザが表示器・操作子群４、電動フェーダ群６を操作することによりカレントデータの内容
が更新され、また、該カレントデータに基づいて信号処理部１０におけるミキシング処理
や効果処理、タッチパネル２における表示状態、表示器・操作子群４内のＬＥＤの点滅状
態、電動フェーダ群６の各フェーダの位置などが制御される。このカレントデータは、Ｒ
ＡＭ２２の所定領域（シーン領域）に対してシーンデータとして随時ストアすることがで
き、またシーン領域に記憶されたシーンデータをカレント領域に随時リコールすることが
できる。
【００１２】
1．2．ミキシングアルゴリズム構成
　次に、信号処理部８等において実現されるアルゴリズムの内容を図２を参照し説明する
。なお、当該アルゴリズムは信号処理部８に設定されるプログラムによって実現されるも
のであり、該プログラムは、ＣＰＵ１８の制御の下、フラッシュメモリ２０等から信号処
理部８にロードされる。図２において５１はアナログ入力部であり、マイクレベルまたは
ラインレベルのアナログ音声信号を受信すると、これをデジタル音声信号に変換し、信号
処理部８に供給する。５２はデジタル入力部であり、デジタル音声信号を受信すると、こ
れを信号処理部８内部のフォーマットに変換する。６６はアナログ出力部であり、信号処
理部８から供給されたデジタル音声信号をアナログ音声信号に変換し外部に出力する。６
８はデジタル出力部であり、信号処理部８から供給された内部フォーマットのデジタル音
声信号を所定フォーマット（ＡＥＳ／ＥＢＵ，ＡＤＡＴ，ＴＡＳＣＡＭ等）のデジタル音
声信号に変換し出力する。
【００１３】
　以上述べた構成は、信号処理部８とは別体のハードウエアである波形Ｉ／Ｏ部１０およ
びここに介挿される各種カードにより実現されているが、上記以外の構成は信号処理部８
において動作するプログラムによって実現されている。５５は入力チャンネル調整部であ
り、操作パネル３０上の電動フェーダおよびノブ等の操作子の操作に基づいて、「４８」
チャンネルの入力チャンネルに対して音量・音質等の調整を行う。５４は入力パッチ部で
あり、入力部５１，５２等の複数の入力ポートから供給されたデジタル音声信号を、入力
チャンネル調整部５５内の任意の入力チャンネルに割り当てる。
【００１４】
　５８はＭＩＸバス群であり、「１６」系統のＭＩＸバスから構成されている。各ＭＩＸ
バスにおいては、各入力チャンネルのデジタル音声信号のうち当該ＭＩＸバスに供給され
たものがミキシングされる。各入力チャンネルにおいては、音声信号をＭＩＸバスに供給
するか否かを各ＭＩＸバス毎に設定することができ、供給する場合には各ＭＩＸバスに対
するセンドレベルやフェードモード（プリフェード／ポストフェード）等も系統毎に独立
して設定することができる。５６はステレオ出力バスであり、「１」系統のステレオ出力
バス５６から構成されている。ステレオ出力バス５６の構成は上記ＭＩＸバスと同様であ
るが、「１」系統のステレオの音声信号は左右「２」系統の音声信号から構成されている
。６０はステレオ出力チャンネル部であり、該ステレオ出力バス５６におけるミキシング
結果のレベル調節および音質調節を行なう。６２はＭＩＸ出力チャンネル部であり、上記
各ＭＩＸバスにおけるミキシング結果のレベル調節および音質調節を行なう。６４は出力
パッチ部であり、ステレオ出力チャンネル部６０およびＭＩＸ出力チャンネル部６２の出
力信号を、各出力部６６，６８の任意のポートに割り当てる。
【００１５】
　次に、入力チャンネル調整部５５におけるアルゴリズム構成の詳細を図３を参照し説明
する。図３において５５－ｉは第ｉ入力チャンネル調整部であり、第ｉ入力チャンネル（
１≦ｉ≦４８）における音質・音量調整を行う。その内部において７１はアッテネータ部
であり、入力された音声信号を減衰させる。７２はイコライザ部であり、「４」バンドの
パラメトリックイコライザ等により、音声信号の周波数特性を調節する。７３，７４は第
１および第２ダイナミックス調整部であり、該音声信号に対して、コンプレッサ処理、ゲ
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ート処理等を行う。７５は音量調整部であり、第ｉ入力チャンネルの音声信号のゲインを
調節する。７６はオンオフ切換部であり、第ｉ入力チャンネル全体のオン／オフ状態を切
り換える。７７はステレオセンドオンオフ切換部であり、第ｉ入力チャンネルの音声信号
をステレオ出力バス５６に供給するか否かを切り換える。７８はＰＡＮ設定部であり、該
音声信号をステレオ出力バス５６に供給する際の左右の音量バランスを設定する。
【００１６】
　８０－１～８０－１６は信号切換部であり、第ｉ入力チャンネルから「１６」系統のＭ
ＩＸバスに各々出力され得る音声信号をフェードモードに応じて切り換える。すなわち、
フェードモードが「プリフェード」に設定されると、第２ダイナミックス調整部７４の出
力信号が選択され、「ポストフェード」に設定されるとオンオフ切換部７６の出力信号が
選択される。８２－１～８２－１６はセンドレベル調節部であり、各ＭＩＸバスに出力す
る信号のゲインすなわちセンドレベルを調節する。８４－１～８４－１６はセンドオンオ
フ切換部であり、各ＭＩＸバスに対する音声信号供給のオン／オフ状態を設定する。
【００１７】
1．3．パネル構成
1．3．1．パネル全体構成
　次に、本実施例のデジタルミキサの操作パネル３０の構成を図４を参照し説明する。こ
の操作パネル３０は、左セクション３０ａと、中央セクション３０ｂと、右セクション３
０ｃとから構成されている。左セクション３０ａの内部において３１～３４は入力チャン
ネルストリップ部であり、第１～第３２入力チャンネルのゲイン等を調節するチャンネル
ストリップが順次「８」チャンネルづつ設けられている。また、右セクション３０ｃの内
部において３５，３６は入力チャンネルストリップ部であり、第３３～第４８入力チャン
ネルのゲイン等を調節するチャンネルストリップが順次「８」チャンネルづつ設けられて
いる。３７はステレオ出力チャンネルストリップ部であり、ステレオ出力チャンネル部６
０の左右のゲイン等を調節する一対のチャンネルストリップから構成されている。
【００１８】
　また、中央セクション３０ｂの内部においてほぼ中央部には、上述したタッチパネル２
が設けられている。３８はレベルメータ部であり、各部の音声信号レベルを表示する複数
のレベルメータから構成されている。４０はパラメータ操作部であり、詳細なパラメータ
等を設定するために選択された一の入出力チャンネルである「選択チャンネル」に対して
、パラメータ等を調整する複数の操作子等から構成されている。ところで、本実施例のデ
ジタルミキサの入出力チャンネルは、複数の「グループ」に分類されているので、このグ
ループについて説明しておく。まず、入力チャンネル数は「４８」であるが、これらは「
８」チャンネルづつの「６」グループに分類されている。また、ＭＩＸ出力チャンネル数
は「１６」であるが、これらは「８」チャンネルづつの「２」グループに分類されている
。また、ステレオ出力チャンネルは左右一組の「１」チャンネルであるが、これも「１」
グループを構成する。すなわち、入出力チャンネルは全体で「９」グループから構成され
ている。
【００１９】
　４６はグループ選択部であり、上記グループの何れかを選択する複数のスイッチによっ
て構成されている。４２は割当チャンネルストリップ部であり、グループ選択操作部４６
によって選択されたグループに属するチャンネルのゲイン等を調節するものである。また
、タッチパネル２においては、選択されたグループに属するチャンネルについて、詳細な
状態が表示される。４４はシーン操作部であり、シーン番号の設定、シーンのストア、リ
コール等の操作を行うスイッチ等によって構成されている。
【００２０】
　４７，４８はブックマークスイッチであり、タッチパネル２に現在表示されている画面
をブックマーク登録し、あるいは既にブックマーク登録された画面を呼び出すものである
。本実施例では「２」個のブックマークスイッチ４７，４８が設けられているため、ブッ
クマークは最大「２」個まで設定することができる。４９はミュート操作部であり、「８
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」のミュートグループに対応する「８」個のミュートボタンがその内部に配列されている
。各ミュートグループには予め一または複数の入出力チャンネルが割り当てられており、
ミュートボタンのうち何れかが押下されると、対応するミュートグループに属する入出力
チャンネルの音量が連動して無音状態に設定され、該入出力チャンネルに係るフェーダが
操作パネル３０上に存在するときは、そのフェーダの操作位置も無音位置まで駆動される
。
【００２１】
1．3．2．シーン操作部４４の詳細構成
　次に、操作パネル３０上における要部の詳細構成について説明する。まず、図５(a)を
参照しシーン操作部４４の詳細構成を説明する。図５(a)において４４－５はシーン番号
表示部であり、ストア／リコールの対象となるシーン番号を表示する。４４－２，３はア
ップダウンボタンであり、該シーン番号をインクリメント／デクリメントする。４４－１
はストアボタンであり、シーン番号表示部４４－５に表示されている番号のシーンデータ
として、カレントデータの内容をストアする。また、４４－４はリコールボタンであり、
シーン番号表示部４４－５に表示されている番号のシーンデータをリコールし、カレント
データとして反映させる。
【００２２】
1．3．3．グループ選択操作部４６の詳細構成
　次に、図５(b)を参照しグループ選択操作部４６の詳細構成を説明する。図５(b)におい
て４６－１～４６－６は入力チャンネル選択キーであり、入力チャンネルに係る「６」グ
ループのうち何れかを選択するものである。４６－７，４６－８はＭＩＸ出力チャンネル
選択キーであり、ＭＩＸ出力チャンネルに係る「２」グループのうち何れかを選択するも
のである。４６－９はステレオ出力チャンネル選択キーであり、ステレオ出力チャンネル
のグループを選択するものである。ここで、入力チャンネル選択キー４６－１～４６－６
に対応するグループは、各々図４における入力チャンネルストリップ部３１～３６に対応
するグループである。そして、操作パネル３０上におけるこれら入力チャンネルストリッ
プ部３１～３６の物理的な位置関係と、同一の位置関係で入力チャンネル選択キー４６－
１～４６－６が配列されていることが解る。
【００２３】
　ステレオ出力チャンネル選択キー４６－９も同様であり、図４においてステレオ出力チ
ャンネルストリップ部３７は入力チャンネルストリップ部３５の左側に設けられているか
ら、対応するステレオ出力チャンネル選択キー４６－９も入力チャンネル選択キー４６－
５の左側に設けられている。一方、ＭＩＸ出力チャンネルに係るグループについては、操
作パネル３０上には専用のチャンネルストリップ部は設けられていない。そこで、これら
ＭＩＸ出力チャンネルのグループについては、グループ選択操作部４６のほぼ中央部分に
集中して、対応するＭＩＸ出力チャンネル選択キー４６－７，４６－８が設けられている
。なお、グループ選択操作部４６内の各要素の符号は「４６－ｇ」（ｇは１～９自然数）
の形式で表されている。この値「ｇ」は、各グループの識別番号として後述する処理にお
いて用いられる。
【００２４】
1．3．4．割当チャンネルストリップ部４２の詳細構成
　次に、図６(a)を参照し、割当チャンネルストリップ部４２の詳細構成を説明する。割
当チャンネルストリップ部４２は、同様の構成を有する「８」個のチャンネルストリップ
を横方向に配列して成るものである。左端のチャンネルストリップ内において５０１はノ
ブであり、アッテネータ部７１における減衰率の設定、センドレベル調節部８２－１～８
２－１６におけるセンドレベルの設定等、種々の目的のために用いられる。このため、ノ
ブ５０１は無限回転型になっている。すなわち、ノブ５０１が操作されると、その操作前
後の回転角度に応じて、対応するパラメータの量が設定されることになる。５０２はＳＥ
Ｌキーであり、各チャンネルストリップに係るチャンネルを選択チャンネルに設定するた
めに用いられる。５０３はＣＵＥキーであり、該チャンネルの音声信号をモニタするため
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に用いられる。５０４はレベルメータであり、複数のＬＥＤによって構成され該チャンネ
ルの出力レベルを表示する。５０５はオン／オフキーであり、オンオフ切換部７６の状態
を制御する。５０６は電動フェーダであり、音量調整部７５におけるゲインを調節する。
【００２５】
1．3．5．入力チャンネルストリップ部３１～３６の詳細構成
　次に、図６(b)を参照し、入力チャンネルストリップ部３１～３６の詳細構成を説明す
る。各入力チャンネルストリップ部３１～３６は、各々、同様の構成を有する「８」個の
チャンネルストリップを横方向に配列して成るものである。左端のチャンネルストリップ
内において５１２はＳＥＬキー、５１３はＣＵＥキー、５１４はレベルメータ、５１５は
オン／オフキー、５１６は電動フェーダであり、上記割当チャンネルストリップ部４２内
の構成要素５０２～５０６と同様の機能を有する。換言すれば、割当チャンネルストリッ
プ部４２内のノブ５０１に対応するものが入力チャンネルストリップ部３１～３４には設
けられていないことになる。従って、ある入力チャンネルに対してノブ５０１によって調
整可能なパラメータを調整するためには、グループ選択操作部４６において該入力チャン
ネルの属するグループを選択し、割当チャンネルストリップ部４２に当該グループの状態
を反映させるとよい。
【００２６】
2．表示画面の例
2．1．背景ページ１００
　次に、タッチパネル２のディスプレイにおける各種表示画面の例を説明する。
　まず、図７は、グループが選択された場合等に表示される背景ページ１００の表示例で
ある。図７において１０１～１０８はチャンネルストリップ部であり、当該グループに属
する「８」チャンネルの各々に対応して表示される。１３０は共通部であり、選択された
グループにかかわらず表示される。チャンネルストリップ部１０１の内部において１１０
は表題部であり、該チャンネルストリップ部１０１に係る入出力チャンネルのチャンネル
番号および短縮チャンネル名（ショートネーム）を表示する。
【００２７】
　ここで、チャンネルストリップ部１０１～１０８に係るチャンネルの中に選択チャンネ
ルが含まれている場合は、当該チャンネルについては表題部１１０の表示色が他のチャン
ネルとは異なるように表示される（図７においてはハッチングで表記する）。これを「表
題部カーソル」という。１１２は入力ゲイン表示部であり、当該チャンネルに対応する入
力ポートのゲイン等の設定状態、すなわち図２における入力パッチ部５４を介して当該チ
ャンネルに接続されているアナログ入力部５１またはデジタル入力部５２内の入力ポート
に設定されているゲイン等の設定状態の概要を表示する。特に、入力ゲイン表示部１１２
にはノブ画像が表示され、これによって該入力ポートにおけるゲインが表示される。１１
４はインサーションエフェクト表示部であり、例えば当該チャンネルのアッテネータ部７
１とイコライザ部７２との間にインサーションエフェクト、グラフィックイコライザ等が
挿入されているか否か等を表示する。
【００２８】
　１１６はイコライザ表示部であり、当該チャンネルのイコライザ部７２によって設定さ
れた特性の概要を、その内部に設けられた小型のグラフによって表示する。１１８は第１
ダイナミックス表示部、１２０は第２ダイナミックス表示部であり、各々ダイナミックス
調整部７３，７４において設定された特性の概要を表示する。１２２はセンドレベル表示
部であり、センドレベル調節部８２－１～８２－１６の数に等しい「１６」個のノブ画像
によって構成され、これらのセンドレベルを表示する。また、これらノブ画像の一部は、
ダークアウト（図上では破線で示す）される場合がある。これは、対応するセンドオンオ
フ切換部８４－１～８４－１６がオフ状態に設定されていることを意味する。１２４はス
テレオ出力表示部であり、当該チャンネルのステレオセンドオンオフ切換部７７およびＰ
ＡＮ設定部７８の設定状態をノブ画像等によって表示する。１２６はチャンネル名表示部
であり、当該チャンネルのチャンネル名（ロングネーム）を表示する。
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【００２９】
　上述したように、入力ゲイン表示部１１２、センドレベル表示部１２２、ステレオ出力
表示部１２４にはノブ画像が表示されているが、このうち任意のノブ画像をユーザが指で
押下すると、その押下されたノブ画像と、各チャンネルストリップ部１０１～１０８内に
おける同一位置のノブ画像とに対して、図８に示すような「８」個のノブ画像カーソル１
５０が表示される。このノブ画像カーソル１５０は、そのカーソル位置に係るパラメータ
が、割当チャンネルストリップ部４２内の「８」個のノブ５０１によって調整可能になっ
ていることを示す。これにより、ノブ５０１に対して様々な機能を割り当てることが可能
になっているのである。
【００３０】
　上述した各表示部１１２～１２４には、各々対応する詳細設定ウィンドウを表示させる
ことができる。これら詳細設定ウィンドウにおいては、各表示部１１２～１２４において
表示されていない詳細なパラメータが表示されるとともに、これらパラメータを編集する
ことが可能になっている。詳細設定ウィンドウを表示させる方法は、各表示部１１２～１
２４のうちノブ画像が含まれているものと含まれていないものとで異なる。すなわち、ノ
ブ画像が含まれている表示部が最初に押下されると、上述したように押下位置のノブ画像
にノブ画像カーソル１５０が表示される。このノブ画像カーソル１５０が表示されている
ノブ画像のうち何れかをもう一度押下すると、背景ページ１００の上に詳細設定ウィンド
ウが表示されるのである。一方、ノブ画像が含まれていない表示部においては、単にその
表示部を押下すると、対応する詳細設定ウィンドウが直ちに表示されることになる。
【００３１】
　図７に戻り、共通部１３０の内部において１３２～１４２は各種機能ボタンであり、デ
ジタルミキサが有する各種機能に対応付けられている。そして、何れかのボタンが押下さ
れると、対応する詳細設定ウィンドウが表示される。これら各種機能ボタン１３２～１４
２に対応する詳細設定ウィンドウは、特に「チャンネル」には関連しないものである。１
４４はメータ部であり、ステレオ出力チャンネル等の音声出力レベルを表示する。１４６
は選択チャンネル指定部であり、現在の選択チャンネルを表示するとともに、その両端に
設けられたスクロールボタン１４６ａ，１４６ｂを押下することにより、選択チャンネル
を変更することができる。１４８はシーン番号表示部であり、現在のシーン番号を表示す
る。
【００３２】
　ところで、本実施例にいう「詳細設定ウィンドウ」は、各表示部１１２～１２４、各種
機能ボタン１３２～１４２、またはノブ画像カーソル１５０に対する押下操作に応じて表
示されるポップアップウィンドウであって、ミキシングアルゴリズム等のパラメータの詳
細を表示・設定するためのポップアップウィンドウである。従って、例えばデータをセー
ブしようとしたときなどに表示される、"OK"ボタンや"CANCEL"ボタンなどを伴ってユーザ
に実行確認を求めるようなポップアップウィンドウ等の単なる確認用のウィンドウは、本
実施例における「詳細設定ウィンドウ」には含まれない。
【００３３】
2．2．ダイナミックス詳細設定ウィンドウ２００
　以下、上述した詳細設定ウィンドウのうちの数例を説明する。
　図７の背景ページ１００において、何れかのチャンネルストリップ部１０１～１０８の
第１ダイナミックス表示部１１８が押下されると、図９に示す第１ダイナミックス詳細設
定ウィンドウ２００がタッチパネル２に表示される。その際、背景ページ１００はダーク
アウト（図上では破線で示す）される。ウィンドウ２００はタイトルバー２１０と、各種
画像が表示されるフィールド部２２０とから成る。フィールド部２２０の内部において２
２２，２２４，２２６は種別選択ボタンであり、何れかが択一的に選択され点灯状態にな
る（図上では点灯をハッチングで示す）。２５０は特性グラフ部であり、対応する第１ダ
イナミックス調整部７３の入出力レベル特性を折れ線グラフによって表示する。２４６は
オン／オフボタンであり、ダイナミックス特性のオン／オフ状態を設定する。なお、オフ
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状態になると、入出力特性がゲイン一定のリニアな状態になる。
【００３４】
　２２８～２４２は「８」個のノブ画像であり、第１ダイナミックス調整部７３における
各種パラメータの値を表示する。ここで、ノブ画像２２８～２４２のうち何れかを押下す
ると、これらノブ画像２２８～２４２に対して、ノブ画像カーソル１５０（図８参照）が
重ねて表示される。これにより、対応するパラメータが割当チャンネルストリップ部４２
内の「８」個のノブ５０１によって調整可能になる。ところで、本実施例においては、ノ
ブ画像２２８～２４２のうちノブ画像２２８～２３６は、実際に「閾値」、「レート」、
「アタック」、「ホールド」、「ディケイ」、「レンジ」などのパラメータの値の表示等
の機能を有しているが、ノブ画像２３８，２４０，２４２はダミーのノブ画像であって、
特に機能は有していない。これは、不要なノブ画像が含まれていたとしても、「８」個の
ノブ画像を横方向に配列することにより、これらノブ画像と「８」個のノブ５０１との対
応関係をユーザが容易に把握できるようにしたものである。なお、ダミーのノブ画像は表
示しないようにしてもよい。
【００３５】
2．3．イコライザ詳細設定ウィンドウ３００
　図７の背景ページ１００において、何れかのチャンネルストリップ部１０１～１０８の
イコライザ表示部１１６が押下されると、図１０に示すイコライザ詳細設定ウィンドウ３
００がタッチパネル２に表示される。ウィンドウ３００はタイトルバー３１０と、各種画
像が表示されるフィールド部３２０とから成る。フィールド部３２０の内部において３２
６は特性表示部であり、対応するイコライザ部７２の周波数特性をグラフによって表示す
る。３２８はフラットボタンであり、該特性を強制的にフラットにする。３２９はオン／
オフボタンであり、イコライザ部７２のオン／オフ状態を設定する。なお、オフ状態にな
ると、入出力周波数特性はフラットな状態になる。３３０はレベル表示部であり、イコラ
イザ部７２に入出力される信号レベルを表示する。３３２はアッテネータノブ画像であり
、アッテネータ部７１に設定されている減衰率を表示する。
【００３６】
　３３１はハイパスフィルタオン／オフボタンであり、ハイパスフィルタのオン／オフ状
態を設定・表示する。３３４はハイパスフィルタ・ノブ画像であり、イコライザ部７２に
含まれるハイパスフィルタのカットオフ周波数を表示する。３３６～３６０はパラメトリ
ックイコライザ用のノブ画像である。イコライザ部７２には、低音部（LOW）、中低音部
（LOW-MID）、中高音部（HIGH-MID）および高音部（HIGH）の「４」バンドのパラメトリ
ックイコライザが内蔵されており、各バンド毎に、中心周波数、ゲインおよびＱ（鋭さ）
のパラメータを設定することができる。そこで、合計「１２」個のノブ画像がパラメトリ
ックイコライザ用に表示されているのである。
【００３７】
　ここで、ノブ画像３３２～３４６のうち何れかを押下すると、これらノブ画像３３２～
３４６に対して、ノブ画像カーソル１５０（図８参照）が重ねて表示される。これにより
、対応するパラメータが割当チャンネルストリップ部４２内の「８」個のノブ５０１によ
って調整可能になる。また、ノブ画像３４８～３６０のうち何れかを押下すると、これら
ノブ画像３４８～３６０に加えて、アッテネータノブ画像３３２およびハイパスフィルタ
・ノブ画像３３４にノブ画像カーソル１５０が重ねて表示される。すなわち、何れのノブ
画像が押下されたとしても、アッテネータノブ画像３３２およびハイパスフィルタ・ノブ
画像３３４には、常にノブ画像カーソル１５０が重ねて表示されることになる。これは、
表示されるノブ画像カーソル１５０の数を常に「８」個にしておくことにより、対応する
「８」個のノブ画像と、「８」個のノブ５０１との対応関係をユーザが容易に把握できる
ようにしたものである。また、調整頻度の高いパラメータに係るノブ画像に対して常にノ
ブ画像カーソル１５０を表示しておくことにより、ノブ画像カーソル１５０の位置を切り
替える手間が省け、操作性が向上するという利点も生じる。
【００３８】
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2．4．センドレベル詳細設定ウィンドウ４００
　図７の背景ページ１００において、各センドレベル表示部１２２内の「第４ＭＩＸバス
」に対応する位置にノブ画像カーソル１５０が表示されている場合において、ユーザが何
れかのノブ画像カーソル１５０を押下すると、図１１に示すセンドレベル詳細設定ウィン
ドウ４００がタッチパネル２に表示される（背景ページ１００は図示略）。ウィンドウ４
００はタイトルバー４１０と、各種画像が表示されるフィールド部４２０とから成る。こ
こで、タイトルバー４１０に表示されている「ＭＩＸ４　ＳＥＮＤ」とは、「第４ＭＩＸ
バスに対する、各入力チャンネルのセンドレベル等を調整する」という意味である。フィ
ールド部４２０においては、「１」グループに属する「８」の入力チャンネルから第４Ｍ
ＩＸバスに対するセンドレベル等の表示を行うチャンネル対応部４５１～４５８が設けら
れている。４４０，４４２は選択ボタンであり、当該ウィンドウ４００での調整対象にな
るＭＩＸバスの番号を増減する。そして、新たなＭＩＸバスの選択に応じて、タイトルバ
ー４１０、後述する表示・設定部４２４，４２６、後述するノブ画像４２８，４３０等の
表示が更新される。
【００３９】
　チャンネル対応部４５１の内部において４２２はチャンネル番号表示部であり、センド
レベル等を表示するチャンネルのチャンネル番号を表示する。４２４はフェードモード表
示・設定部であり、対応する入力チャンネルから第４ＭＩＸバスに対応する信号切換部８
０－４（図３参照）の状態がプリフェードの場合は点灯、ポストフェードの場合は消灯状
態にされる。４２６はオン／オフ表示・設定部であり、センドオンオフ切換部８４－４が
オン状態の場合は点灯、オフ状態の場合は消灯される。また、ユーザがフェードモード表
示・設定部４２４またはオン／オフ表示・設定部４２６を押下すると、フェードモードま
たはオン／オフ状態が切り替えられる。４２８はＰＡＮノブ画像であり、左右の音量バラ
ンスを表示する。なお、各ＭＩＸバスはモノラルのバスであるが、奇数番号のＭＩＸバス
とその次の偶数番号のＭＩＸバスとをペアに設定することにより、奇数番号のＭＩＸバス
を左チャンネル、偶数番号のＭＩＸバスを右チャンネルとして使用することもできるため
、かかる場合の音量バランスが表示されることになる。４３０はセンドレベルノブ画像で
あり、センドレベル調節部８２－４に設定されたゲインを表示する。
【００４０】
　ここで、何れかのチャンネル対応部４５１～４５８内のＰＡＮノブ画像４２８を押下す
ると、各チャンネル対応部４５１～４５８内のこれら「８」個のＰＡＮノブ画像４２８に
対して、ノブ画像カーソル１５０が重ねて表示される。同様に、何れかのセンドレベルノ
ブ画像４３０を押下すると、「８」個のセンドレベルノブ画像４３０に対してノブ画像カ
ーソル１５０が重ねて表示される。これにより、対応するパラメータが割当チャンネルス
トリップ部４２内の「８」個のノブ５０１によって調整可能になる。センドレベルノブ画
像４３０は、対応するセンドオンオフ切換部８４－４がオフ状態であるときに、ダークア
ウト（図上では破線で示す）される。これにより、センドレベルの調節は可能であるが、
実際には音声信号が第４ＭＩＸバスに出力されないことをユーザが認識しやすくなる。
【００４１】
3．実施例の動作
3．1．変数について
　次に、本実施例の動作について説明するが、最初に各プログラムにおいて使用される主
要な変数について説明しておく。
(１)グループ番号ｇ：これは、グループ選択キー４６－ｇのＩＤ番号（図５(b)）を示す
。各グループ選択キー４６－ｇによって背景ページが特定されるため、グループ番号ｇは
背景ページの識別番号としても使用される。
(２)背景ページ番号ＨＰ：これは、タッチパネル２に現在表示されている背景ページのグ
ループ番号ｇである。
(３)選択チャンネル番号ＳＣ：現在の選択チャンネルの番号である。
(４)グループ固有選択チャンネルＧＳＣ（ｇ）：各グループには、選択チャンネル番号Ｓ
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Ｃとは別に、グループ固有の選択チャンネルが規定される。グループ番号ｇに対応するグ
ループ固有選択チャンネルを「ＧＳＣ（ｇ）」とする。
(５)ポップアップ番号ＰＰ：表示されている詳細設定ウィンドウ（ポップアップウィンド
ウ）の識別番号である。各詳細設定ウィンドウには、「１」以上のユニークな識別番号が
付与されている。ポップアップ番号ＰＰが「０」である場合は、「何れの詳細設定ウィン
ドウも表示されていない」ことを示す。
【００４２】
(６)ブックマークスイッチ番号ｂ：これは、ブックマークスイッチ４７，４８の各識別番
号である。
(７)ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）：これは、ブックマークスイッチ番号
ｂに対して、指定されたチャンネル番号である。チャンネル番号は「１」以上の値である
ため、ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）が「０」の場合は「指定されたチャ
ンネル番号が無い」ことを示す。
(８)ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）：これは、ブックマークスイッチ番号
ｂに対して指定された詳細設定ウィンドウのポップアップ番号ＰＰである。何れの詳細設
定ウィンドウも指定されていない場合は、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）
は「０」になる。
(９)ブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）：これは、ブックマークスイッチ番号ｂ
に対して指定された背景ページの背景ページ番号ＨＰである。
【００４３】
3．2．選択チャンネル指定イベント処理（図１２）
　まず、選択チャンネルの指定イベントが生じた場合の処理を図１２を参照し説明する。
なお、選択チャンネルの指定は、ＳＥＬキー５０２，５１２（図６参照）が押下された場
合、その他様々な場合に発生する。
　図１２において処理がステップＳＰ３０に進むと、選択チャンネル番号ＳＣが、指定さ
れたチャンネル番号ｉ（例えば、ＳＥＬキー５０２，５１２が押下された場合には、これ
に係るチャンネル番号）に変更される。次に、処理がステップＳＰ３２に進むと、選択チ
ャンネル指定部１４６（図７参照）における表示が新たな選択チャンネル番号ＳＣに応じ
て変更される。
【００４４】
　次に、処理がステップＳＰ３４に進むと、現在の背景ページのチャンネルストリップ部
１０１～１０８には、選択チャンネル番号ＳＣに係るものが表示されているか否かが判定
される。ここで、「ＹＥＳ」と判定されると、処理はステップＳＰ３６に進み、表題部カ
ーソルが選択チャンネル番号ＳＣのチャンネルストリップ画像の表題部１１０（図７参照
）に移動される。一方、ステップＳＰ３４において「ＮＯ」と判定されると、ステップＳ
Ｐ３６はスキップされる。
　次に、処理がステップＳＰ３８に進むと、何れかの詳細設定ウィンドウが表示中である
か否かが判定される。
　ここで「ＹＥＳ」と判定されると処理はステップＳＰ４０に進み、詳細設定ウィンドウ
に選択チャンネル番号ＳＣに係るパラメータが表示される。例えば、図９に示した第１ダ
イナミックス詳細設定ウィンドウ２００は、図示の状態では第４入力チャンネルの特性を
表示しているが、仮に選択チャンネル番号ＳＣが第８入力チャンネルに変更されたのであ
れば、該ウィンドウ２００の内容は第８入力チャンネル係るものに更新されることになる
。なお、共通部１３０内の各種機能ボタン１３２～１４２によって表示される詳細設定ウ
ィンドウは選択チャンネル番号ＳＣには関係しないため、ステップＳＰ４０では実質的な
処理は実行されない。
【００４５】
3．3．グループ選択イベント処理（図１３(a)）
　次に、グループ選択操作部４６（図５参照）内の何れかのグループ選択キー４６－ｇの
オンイベントが発生すると、図１３(a)に示すグループ選択キー・オンイベント処理ルー
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チンが起動される。図において処理がステップＳＰ２に進むと、現在の背景ページ番号Ｈ
Ｐに対するグループ固有選択チャンネルＧＳＣ（ＨＰ）の値が、現在の選択チャンネル番
号ＳＣに変更される。これは、後述する処理によって現在の背景ページが再びタッチパネ
ル２に表示されたとき、現在の選択チャンネル番号ＳＣを再び選択チャンネル番号ＳＣと
して復活させるためである。次に、処理がステップＳＰ４に進むと、背景ページ番号ＨＰ
が、押下されたグループ選択キー４６－ｇに係るグループ番号ｇに変更される。また、ポ
ップアップ番号ＰＰが「０」に設定される。これは、現在表示されている背景ページに対
して何らかの詳細設定ウィンドウが表示されていたとしても、新たに表示される背景ペー
ジに対して該詳細設定ウィンドウを継続的に表示させる必要性が乏しいためである。
【００４６】
　次に、処理がステップＳＰ６に進むと、この新たな背景ページ番号ＨＰに基づいて、タ
ッチパネル２の表示が更新される。従って、背景ページは背景ページ番号ＨＰに基づくも
のに更新される。但し、ポップアップ番号ＰＰは「０」に設定されたから、詳細設定ウィ
ンドウは全く表示されないことになる。次に、処理がステップＳＰ８に進むと、グループ
固有選択チャンネルＧＳＣ（ＨＰ）に係るＳＥＬキーが押下された場合と等価な擬似イベ
ントが生成される。これにより、該グループ固有選択チャンネルＧＳＣ（ＨＰ）をチャン
ネル番号ｉとする選択チャンネル指定イベント処理（図１２）が実行される。現在の背景
ページに係るグループ固有選択チャンネルＧＳＣ（ＨＰ）は必ず存在するから、そのチャ
ンネルストリップ画像に表題部カーソルが移動することになる。
【００４７】
3．4．詳細設定ウィンドウ指定イベント処理（図１３(b)）
　図７における各表示部１１２～１２４、各種機能ボタン１３２～１４２、またはノブ画
像カーソル１５０が表示されているノブ画像の何れかが押下された場合には、詳細設定ウ
ィンドウが表示されるが、かかる処理は図１３(b)に示す詳細設定ウィンドウ指定イベン
ト処理ルーチンによって実現される。図において処理がステップＳＰ１２に進むと、ポッ
プアップ番号ＰＰの値が、当該操作に対応する詳細設定ウィンドウの識別番号に設定され
る。次に、処理がステップＳＰ１４に進むと、何らかの詳細設定ウィンドウが既にタッチ
パネル２に表示中であるか否かが判定される。ここで「ＹＥＳ」と判定されると、処理は
ステップＳＰ１６に進み、既存の詳細設定ウィンドウが画面上から消去される。一方、ス
テップＳＰ１４において「ＮＯ」と判定されると、ステップＳＰ１６はスキップされる。
次に、処理がステップＳＰ１８に進むと、背景ページ上にポップアップ番号ＰＰに係る詳
細設定ウィンドウが表示される。
【００４８】
　次に、処理がＳＰ１９に進むと、詳細設定ウィンドウを表示させる操作がチャンネルに
関係する操作であるのか否かが判定される。すなわち、チャンネルストリップ部１０１～
１０８内における何れかの表示部１１２～１２４またはノブ画像カーソル１５０を押下す
る操作は、該チャンネルストリップ部に係るチャンネル番号ｉに関係する操作であり、共
通部１３０内の各種機能ボタン１３２～１４２の操作はチャンネルに関係しない操作であ
る。ステップＳＰ１９において「ＹＥＳ」と判定されると、処理はステップＳＰ２０に進
み、上記チャンネル番号ｉを引数として、上述した選択チャンネル指定イベント処理（図
１２）が実行される。ここで、現在の背景ページに係るグループ固有選択チャンネルＧＳ
Ｃ（ＨＰ）は必ず存在するから、そのチャンネルストリップ画像に表題部カーソルが移動
し（ステップＳＰ３６）、表示された詳細設定ウィンドウには、上記選択チャンネル番号
ＳＣが反映されることになる（ステップＳＰ４０）。
【００４９】
　ここで、上記ステップＳＰ１６について述べたように、本実施例では既存の詳細設定ウ
ィンドウが存在する場合に新たな詳細設定ウィンドウを表示しようとすると、既存の詳細
設定ウィンドウが消去される。ここに本実施例の特徴の一つがある。すなわち、複数の詳
細設定ウィンドウが表示されると、タッチパネル２の画面上が雑然とし、操作がしにくく
なるという問題が生じる。本実施例では新たな詳細設定ウィンドウを表示する際に既存の
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詳細設定ウィンドウを消去することにより、かかる問題を未然に防止したものである。
【００５０】
3．5．詳細設定ウィンドウ・クローズ処理（図１３(c)）
　何れかの詳細設定ウィンドウが表示されているとき、ユーザがそのクローズボタン（ウ
ィンドウ右上隅の「×」印のボタン）を押下し、あるいは背景ページの部分を押下すると
、詳細設定ウィンドウをクローズすべく図１３(c)に示す詳細設定ウィンドウ・クローズ
処理ルーチンが起動される。図において処理がステップＳＰ２２に進むと、ポップアップ
番号ＰＰが「０」に設定される。そして、処理がステップＳＰ２４に進むと、背景ページ
上に表示されている詳細設定ウィンドウが消去される。なお、詳細設定ウィンドウが表示
されていた際には背景ページはダークアウトされていたが、詳細設定ウィンドウが消去さ
れると、背景ページの表示状態も通常の（ダークアウトされていない）表示状態に戻され
る。
【００５１】
3．6．ノブ操作イベント（図１３(d)）
　割当チャンネルストリップ部４２（図６(a)参照）内のノブ５０１が操作されると、時
計回り、または反時計回りの所定の単位角度の回転動作が実行される毎にその旨が検出さ
れ、図１３(d)に示すノブ操作イベントルーチンが起動される。図において処理がステッ
プＳＰ２６に進むと、当該ノブ５０１の操作量に応じて、ノブ画像カーソル１５０のある
複数のノブ画像のうちの当該ノブ５０１に対応するノブ画像で表示されているパラメータ
が所定量だけ変更される。さらに、画面上においては、対応するノブ画像自体も時計回り
、または反時計回りに回転される。従って、ノブ５０１をある程度回動させると、上記単
位角度の回転毎に、本ルーチンが複数回繰り返して実行され、パラメータの変更とノブ画
像の更新がノブ５０１の操作に連動して実行されることになる。
【００５２】
3．7．ブックマークスイッチ・オフ操作イベント（図１４）
　次に、ブックマークスイッチ４７，４８のうち何れかが押下され、しかる後にオフされ
たときに起動されるブックマークスイッチ・オフ操作イベント処理の内容を図１４を参照
し説明する。図１４において処理がステップＳＰ５０に進むと、当該ブックマークスイッ
チが長押しされたか否か、すなわち所定時間以上押下され続けたか否かが判定される。こ
こで「ＹＥＳ」と判定されると、処理はステップＳＰ６２に進み、選択チャンネルに関連
する設定を行うための詳細設定ウィンドウがタッチパネル２のディスプレイに表示されて
いるか否かが判定される。ここで「ＹＥＳ」と判定されると、処理はステップＳＰ６４に
進み、「選択チャンネルの指定を含めますか？」というメッセージとともに、「ＹＥＳ」
および「ＮＯ」ボタンを表示したダイアログが表示される。
【００５３】
　このダイアログにおいて「ＹＥＳ」または「ＮＯ」ボタンが押下されると、該ダイアロ
グが閉じられ、処理はステップＳＰ６６に進む。ここでは、選択チャンネルの指定を含め
るか否か、すなわち押下されたボタンが「ＹＥＳ」または「ＮＯ」のうち何れであるかが
判定される。ここで、「ＹＥＳ」ボタンが押下された場合には、「ＹＥＳ」と判定され処
理はステップＳＰ６８に進み、押下されたブックマークスイッチ４７，４８のブックマー
クスイッチ番号をｂとして、ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）の値が選択チ
ャンネル番号ＳＣに変更される。一方、ステップＳＰ６６において「ＮＯ」と判定される
と処理はステップＳＰ７０に進み、ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）の値が
「０」に設定される。
【００５４】
　また、ステップＳＰ６２において「ＮＯ」と判定された場合には、上記ダイアログが表
示されることなくブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）は「０」に設定される。
同様に、選択チャンネルに関連する設定を行うための詳細設定ウィンドウがタッチパネル
２のディスプレイに表示されていない場合にはステップＳＰ６２において「ＮＯ」と判定
され、ステップＳＰ７４において、ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）が「０
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」に設定される。これは、本実施例のデジタルミキサの仕様として、背景ページとして表
示されている「８」チャンネル以外のチャンネルを選択チャンネルとして設定できるよう
になっていること、および、背景ページでは各グループ番号ｇ毎に固有のグループ固有選
択チャンネルＧＳＣ（ｇ）を記憶するようになっていることによるものである。すなわち
、背景ページのブックマークに対して選択チャンネルの指定を含めるとユーザに混乱を引
き起こすおそれがあるため、これを防止できるようにしたものである。
【００５５】
　次に、処理がステップＳＰ７２に進むと、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ
）の値が、現在表示されている詳細設定ウィンドウのポップアップ番号ＰＰに設定される
。ここで、詳細設定ウィンドウが表示されていない場合には、ポップアップ番号ＰＰは「
０」であるから、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）の値も「０」に設定され
ることになる。なお、単なる確認用のダイアログ等に対してはポップアップ番号ＰＰは付
与されないため、確認用のダイアログ等がブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）
として記憶されることはない。これにより、ブックマーク呼出し時においては、これら確
認用のダイアログ等が表示されることを防止することができる。また、ステップＳＰ７２
においては、ブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）の値が、現在の背景ページ番号
ＨＰに設定される。
【００５６】
　次に、ブックマークスイッチが長押しされなかった場合の処理を説明する。かかる場合
は、ステップＳＰ５０において「ＮＯ」と判定され、処理はステップＳＰ５２に進む。こ
こでは、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）として「０」以外の値が存在する
か否か、すなわち表示すべき詳細設定ウィンドウが存在するか否かが判定される。ここで
「ＹＥＳ」と判定されると、処理はステップＳＰ５４に進み、ブックマーク・ポップアッ
プ番号ＢＰＰ（ｂ）に係る詳細設定ウィンドウがタッチパネル２に表示される。その際、
タッチパネル２上の背景ページは変更されない。従って、ブックマークスイッチ番号ｂに
対応して記憶されているブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）は、この場合には無
視されることになる。一方、ステップＳＰ５２において「ＮＯ」と判定されると、処理は
ステップＳＰ５６に進み、ブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）に係る背景ページ
が、タッチパネル２に表示される。
【００５７】
　このように、ステップＳＰ５４において、現在の背景ページが保持されることも本実施
例の特徴の一つである。すなわち、ブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）が記憶さ
れている場合であっても、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）が記憶されてい
る場合には、ユーザはブックマーク・背景ページを表示することではなく、ブックマーク
・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）に係る詳細設定ウィンドウを表示することを望んでいる
と考えられる。そこで、本実施例においては、現在の背景ページの上に当該詳細設定ウィ
ンドウを表示することにより、ユーザの意図に反して背景ページが変更されてしまう事態
を未然に防止しているのである。
【００５８】
　次に、処理がステップＳＰ５８に進むと、ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ
）が「０」以外の値であるか否かが判定される。ここで「ＹＥＳ」と判定されると、処理
はステップＳＰ６０に進み、ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）に係るＳＥＬ
キーが押下された場合と等価な擬似イベントが生成される。これにより、ブックマーク・
指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）をチャンネル番号ｉとする選択チャンネル指定イベント処
理（図１２）が実行される。なお、ブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）が「０
」以外の値になるのは、ブックマーク登録の際に詳細設定ウィンドウが存在し、上述した
ステップＳＰ６８が実行された場合である。この場合には、上記ステップＳＰ５４を介し
て詳細設定ウィンドウが表示されているはずであるから、該詳細設定ウィンドウの表示対
象チャンネルがブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）に対応するものに変更され
る。
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【００５９】
4．変形例
　本発明は上述した実施例に限定されるものではなく、例えば以下のように種々の変形が
可能である。
(1)上記実施例においては、ＣＰＵ１８上で動作する各種プログラムによって各種処理を
実行したが、これらのプログラムのみをＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク等の記録媒
体に格納して頒布し、あるいは伝送路を通じて頒布することもできる。
【００６０】
(2)上記実施例のステップＳＰ６４においては、選択チャンネルの指定を含めるか否かを
確認するダイアログを表示したが、選択チャンネルの指定を含めるか否かの選択は、必ず
しもダイアログによって行う必要はない。例えば、ブックマークスイッチ４７，４８の近
傍にシフトスイッチを設け、ユーザが該シフトスイッチを押下しながらブックマークスイ
ッチ４７，４８を押下したときには選択チャンネルの指定を含めることとし、シフトスイ
ッチを押下することなくブックマークスイッチ４７，４８を押下したときには選択チャン
ネルの指定を含めないようにしてもよい。また、単独でブックマークスイッチ４７，４８
が操作された場合には選択チャンネルの指定を含めないこととし、何れかのチャンネルの
ＳＥＬキーが押下された状態でブックマークスイッチ４７，４８が押下された場合には、
当該チャンネルを選択チャンネルとして記憶しつつブックマーク登録するようにしてもよ
い。
【００６１】
(3)また、上記実施例は、ブックマークスイッチ４７，４８を押下してブックマーク登録
を行う際に選択チャンネルの指定を含めるか否かの選択を行ったが、ブックマークスイッ
チ４７，４８の各々に対して、「選択チャンネルの指定を含むか含まないか」を予め設定
できるようにしてもよい。
【００６２】
(4)また、上記ステップＳＰ７２においては、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（
ｂ）とブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）とを共に記憶させたが、これらは必ず
しも共に記憶させる必要はない。すなわち、後に実行されるステップＳＰ５２～ＳＰ５６
においては、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）が「０」以外の値であるか否
かに基づいて、ブックマーク・ポップアップ番号ＢＰＰ（ｂ）に係る詳細設定ウィンドウ
、またはブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）に係る背景ページのみが択一的に選
択され表示される。従って、ステップＳＰ７２においては、該ステップ実行時のポップア
ップウィンドウのポップアップ番号ＰＰが「１」以上であれば、該ステップ実行時のポッ
プアップウィンドウのポップアップ番号ＰＰのみをブックマーク・ポップアップ番号ＢＰ
Ｐ（ｂ）として記憶し、該ステップ実行時のポップアップウィンドウのポップアップ番号
ＰＰが「０」であれば、ブックマーク・背景ページ番号ＢＨＰ（ｂ）のみを記憶させるこ
ともできる。
【００６３】
(5)また、上記ステップＳＰ６２、ステップＳＰ７４においては、背景ページがブックマ
ーク登録される際にブックマーク・指定チャンネル番号ＢＣ（ｂ）は必ず「０」に設定さ
れたが、背景ページにをブックマーク登録する場合においても、ステップＳＰ６４～ＳＰ
７０の処理を実行させ、ユーザの選択に応じて選択チャンネルの指定を含むブックマーク
登録ができるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の一実施例のデジタルミキサのブロック図である。
【図２】デジタルミキサのアルゴリズムのブロック図である。
【図３】入力チャンネル調整部５５におけるアルゴリズム構成の詳細ブロック図である。
【図４】デジタルミキサの操作パネル３０の平面図である。
【図５】シーン操作部４４およびグループ選択操作部４６の平面図である。
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【図６】割当チャンネルストリップ部４２および入力チャンネルストリップ部３１～３４
の平面図である。
【図７】背景ページ１００の表示例を示す図である。
【図８】背景ページ１００におけるノブ画像カーソル１５０の表示例を示す図である。
【図９】第１ダイナミックス詳細設定ウィンドウ２００の表示例を示す図である。
【図１０】イコライザ詳細設定ウィンドウ３００の表示例を示す図である。
【図１１】センドレベル詳細設定ウィンドウ４００の表示例を示す図である。
【図１２】選択チャンネル指定イベント処理ルーチンのフローチャートである。
【図１３】その他各種ルーチンのフローチャートである。
【図１４】ブックマークスイッチ・オフ操作イベントルーチンのフローチャートである。
【符号の説明】
【００６５】
　２：タッチパネル（ディスプレイ）、４：表示器・操作子群、６：電動フェーダ群、８
：信号処理部（信号処理手段）、１０：波形Ｉ／Ｏ部、１２：バスライン、１４：コンピ
ュータＩ／Ｏ部、１６：その他Ｉ／Ｏ部、１８：ＣＰＵ（処理装置）、２０：フラッシュ
メモリ、２２：ＲＡＭ（記憶手段）、３０：操作パネル、３０ａ：左セクション、３０ｂ
：中央セクション、３０ｃ：右セクション、３１～３６：入力チャンネルストリップ部、
３７：ステレオ出力チャンネルストリップ部、３８：レベルメータ部、４０：パラメータ
操作部、４２：割当チャンネルストリップ部、４４：シーン操作部、４４－１：ストアボ
タン、４４－２，３：アップダウンボタン、４４－４：リコールボタン、４４－５：シー
ン番号表示部、４６：グループ選択操作部、４６－１～４６－６：入力チャンネル選択キ
ー、４６－７，４６－８：ＭＩＸ出力チャンネル選択キー、４６－９：ステレオ出力チャ
ンネル選択キー、４７，４８：ブックマークスイッチ、４９：ミュート操作部、５１：ア
ナログ入力部、５２：デジタル入力部、５４：入力パッチ部、５５：入力チャンネル調整
部、５５－ｉ：第ｉ入力チャンネル調整部、５６：ステレオ出力バス、５８：ＭＩＸバス
群、６０：ステレオ出力チャンネル部、６２：ＭＩＸ出力チャンネル部、６４：出力パッ
チ部、６６：アナログ出力部、６８：デジタル出力部、７１：アッテネータ部、７２：イ
コライザ部、７３：第１ダイナミックス調整部、７４：第２ダイナミックス調整部、７５
：音量調整部、７６：オンオフ切換部、７７：ステレオセンドオンオフ切換部、７８：Ｐ
ＡＮ設定部、８０－１～８０－１６：信号切換部、８２－１～８２－１６：センドレベル
調節部、８４－１～８４－１６：センドオンオフ切換部、１００：背景ページ（背景画面
）、１０１～１０８：チャンネルストリップ部、１１０：表題部、１１２：入力ゲイン表
示部（パラメータ表示部）、１１４：インサーションエフェクト表示部（パラメータ表示
部）、１１６：イコライザ表示部（パラメータ表示部）、１１８：第１ダイナミックス表
示部（パラメータ表示部）、１２０：第２ダイナミックス表示部（パラメータ表示部）、
１２２：センドレベル表示部（パラメータ表示部）、１２４：ステレオ出力表示部（パラ
メータ表示部）、１２６：チャンネル名表示部、１３０：共通部、１３２～１４２：各種
機能ボタン、１４４：メータ部、１４６：選択チャンネル指定部、１４６ａ，１４６ｂ：
スクロールボタン、１４８：シーン番号表示部、１５０：ノブ画像カーソル、２００：第
１ダイナミックス詳細設定ウィンドウ、２００：ウィンドウ、２１０：タイトルバー、２
２０：フィールド部、２２２，２２４，２２６：種別選択ボタン、２２８～２４２：ノブ
画像、２４６：オン／オフボタン、２５０：特性グラフ部、３００：イコライザ詳細設定
ウィンドウ、３００：ウィンドウ、３１０：タイトルバー、３２０：フィールド部、３２
６：特性表示部、３２８：フラットボタン、３２９：オン／オフボタン、３３０：レベル
表示部、３３１：ハイパスフィルタオン／オフボタン、３３２～３６０：ノブ画像、４０
０：センドレベル詳細設定ウィンドウ、４００：ウィンドウ、４１０：タイトルバー、４
２０：フィールド部、４２２：チャンネル番号表示部、４２４：フェードモード表示・設
定部、４２６：オン／オフ表示・設定部、４２８：ＰＡＮノブ画像、４３０：センドレベ
ルノブ画像、４４０，４４２：選択ボタン、４５１～４５８：チャンネル対応部、５０１
：ノブ、５０２，５１２：ＳＥＬキー、５０３：ＣＵＥキー、５０４：レベルメータ、５
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０５：オン／オフキー、５０６：電動フェーダ、５１３：ＣＵＥキー、５１４：レベルメ
ータ、５１５：オン／オフキー、５１６：電動フェーダ。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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